
  令和８年度 米百俵プレイス ミライエ長岡 互尊文庫の取り組み 

＜目的・概要＞ 

気軽に誰でも利用でき、にぎわいを創出する 

・にぎわいの創出 

・様々な世代に対応した多様な学習や交流の機会を提供します。 

＜取り組みごとの内容・評価・課題＞ 

１ 市民インタビュー・コラボ展示 

市民インタビュー コラボ展示 

 

 

 

 

 

  

＜実績・予定＞ 

・市民インタビュー 市民の図書に対する関心興味を聞き取り、資料構築などに反映させ  

  ることを目的に開催する。令和８年は開催日時未定。  

約１00 冊の本を並べて、ブックディレクターの幅
は ば

允
よ し

孝
た か

氏が本についてインタビュー形式で普 

段の読書傾向や、互尊文庫の現状の課題を聞き取る。 

・コラボ展示 

  各課の課題や、市内のイベントに関係したテーマコーナーを設けて市民の意識醸成やイベント    

  の魅力を伝える。今後、健康増進課「和食の日」や長寿はつらつ課「認知症月間」とのコラボ   

  展示を計画している。 

 

＜課題・今後の方針＞ 

・新鮮な資料を収集し、時期にあったテーマコーナーの展示を行う 

・引き続き市民の図書に関する興味・関心を伺う機会を設け蔵書構築につなげる。 

 

資料３ 

▲アオーレの市民協働課とのコラボ展示「ドイツ
フェスト」本だけではなく、ドイツ製のの積み木など

も展示する。 ▲昨年開催のチラシ 



２ ひとりじかんｉｎミライエ長岡・来館 100 万人記念セレモニー 

ひとりじかんｉｎミライエ長岡 来館者 100 万人記念セレモニー 

 

 

 

 

 

＜実績＞ 

・ひとりじかん in ミライエ長岡 ２か月に３回のペースで開催する。施設内でお子さんを預かり、

子育て中の方に館内でゆっくりとする時間を提供する。参加者は本を読んだり、くつろぎながら

カフェのコーヒーを飲み自分だけの時間を楽しむことができる。希望者には互尊文庫の利用周

知と促進のためブックツアーを行っている。 

・来館者100万人記念セレモニー 令和5年7月のオープンから令和8年5月まで期間で100  

 万人の来館者があった。セレモニーを行い、発信していくことで、11 月のグランドオープンへ  

 の機運を醸成し、さらに魅力ある環境を整えていきたい。 

＜課題・今後の方針＞ 

・子育て中の方のニーズは多く、土日にも開催するなどニーズを探りながら方向性を深めていきた

い。 

＜目的・概要＞ 

気軽に誰でも利用でき、にぎわいを創出する 

・快適で利用しやすい環境づくりに努めます。 

＜取り組みごとの内容・評価・課題＞ 

               

                                                         

                                
         
                                
            

      
       

             
               

                      

 

        
          

        
     

                                     

                       

         

              

                               

                     

                 
           

        

        

                     

     

                                

        

                      

      
    

  

                

        

                      

      
    

  

                

 

▲ミライエステップで行われたセレモニー。

ミライエ長岡オリジナルグッズやお菓子の詰め

合わせ記念品として贈呈した。 



 

＜目的・概要＞ 

利用者ニーズを反映した資料を取り揃え、いつ来ても楽しむことができる空間づくりを行う 

・積極的な広報活動、情報発信に努めます。 

・ＩＣＴを活用したサービスの提供でサービスの効率化と利便性の向上を図ります。 

＜取り組みごとの内容・評価・課題＞ 

インスタグラムでの発信 ICTを活用した貸出・返却・予約 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実績＞ 

・インスタグラムでの発信 

互尊文庫インスタグラムを活用して、イベントや本の紹介を続ける。令和５年６月８日に初めて

の投稿を行い、5月末現在約 1,340 人の方が互尊文庫をフォローしている。 

・ICT を活用した貸出・返却・予約 

R６年２月１日に貸出を開始。貸出機のトラブルも少なく、年配のユーザーであっても予約受取

り、貸出、返却をすべて自分で行うことのできるシステムを便利に使用している。 

＜課題・今後の方針＞ 

・若年層へ向けた情報提供として、引き続きインスタグラムを投稿し、積極的な広報に努めたい。ま

た、グランドオープンに向けて、インスタグラムや HPで発信をしていきたい。 

・ICTを活用し利便性が高くプライバシー保護にも配慮した互尊文庫のサービスを発信し利用につな

げたい。 

 

 

▲４月１日投稿 「私という、春」の１冊『ぼくのキ

ュートナ』新井良二／著（講談社）を紹介する 

 

 

▲自動貸出機 

▲予約本コーナー 


